
地域
連携

３
人
の
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
が
２
０
２
１
年
の
連
携
を
発
信
！

立
正
大
学
研
究
推
進・地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
に
は
、
品
川・熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
担
当
の
地
域
連
携
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
各
１
名
、全
学
担
当
の
産
学
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
名
、計
３
名
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
思
う
よ
う
な
事
業
が
で
き
な
か
っ
た
２
０
２
１
年
。
同
セ
ン
タ
ー
は
オ
ン
ラ
イ
ン

を
活
用
し
な
が
ら
学
生
と
地
域
、
産
業
界
を
結
び
つ
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
12
月

付
で
３
人
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
今
年
の
活
動
を
振
り
返
る
４
ペ
ー
ジ
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
で
す
。

熊 谷 キャンパ ス産学
連携

ニュース
ブックレット vol.1

地域連携コーディネーター
熊谷キャンパス担当 小林 真

出
身
・
在
住
の
深
谷
、
現
在
の
職
場

の
あ
る
熊
谷
、妻
経
営
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
「
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」
の
あ

る
本
庄
市
、
埼
玉
県
北
３
市
を
ベ
ー
ス

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

学
習
塾
経
営
と
編
集
者
・
ラ
イ
タ
ー

の
キ
ャ
リ
ア
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
身
上
。

世
代
、
活
動
ジ
ャ
ン
ル
、
団
体
属
性
、

自
治
体
域
な
ど
を
越
え
る
全
方
向
的
な

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
心
が
け
立
正
大
学

地
域
連
携
を
お
手
伝
い
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

NPOくまがや副代表理事
編集者・ライター
熊谷市市民活動支援
センター所長
　（同NPO指定管理）

産学連携コーディネーター
全学担当 夏原 馨

中
小
事
業
者
を
中
心
と
し
た
経
営
支
援
が

生
業
で
す
。
主
に
Ｉ
Ｔ
や
人
材
活
用
、
販
売

促
進
や
資
金
繰
り
な
ど
の
分
野
で
、
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
／
セ
ミ
ナ
ー
を
自
治
体
や
外
郭

団
体
、
民
間
事
業
者
さ
ま
か
ら
の
ご
依
頼
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

自
治
体
や
外
郭
団
体
か
ら
の
ご
依
頼
の
中

で
、
地
域
活
性
化
や
複
数
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

い
か
し
て
、
立
正
大
学
の
産
学
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
産
官
学
の
連
携
・
事
業

者
の
方
々
と
大
学
と
い
っ
た
異
な
る
分
野
の

相
乗
効
果
を
生
み
出
せ
る
よ
う
支
援
し
て
参

り
ま
す
。

合同会社summerfield 
代表社員
経済産業大臣認定
 中小企業診断士

地域連携コーディネーター
品川キャンパス担当 横田明菜

07
年
に
地
球
環
境
科
学
部
環
境
シ
ス

テ
ム
学
科
を
卒
業
し
ま
し
た
。
20
年8

月
か
ら
地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
再
び
立
正
大
学
に
関
わ
る
こ
と

が
で
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。
本
業
は
、
埼
玉
県
和
光
市
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
「
大
人
の
秘
密
基

地
ア
ル
コ
イ
リ
ス
」
を
経
営
し
て
い
ま

す
。
今
ま
で
経
験
し
て
き
た
市
民
活
動

団
体
や
行
政
と
の
連
携
事
業
、
対
話
の

場
づ
く
り
な
ど
を
活
か
し
て
、
今
後
の

立
正
大
学
の
地
域
連
携
業
務
や
、
立
正

大
生
の
力
を
よ
り
一
層
引
き
出
す
た
め

の
事
業
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。一般社団法人地域

デザインプラットホーム
代表理事
コミュニティカフェ
「大人の秘密基地
arcoiris」店舗責任者

2021年12月22日 (水 )
発行：地域連携コーディネーター rissho.racn@gmail.com

コ
ロ
ナ
禍

直
前
19
年
11

月
の
Ｗ
ｅ
ｂ

ニ
ュ
ー
ス「
熊

谷
経
済
新
聞

（
㈱
う
ぇ
ぶ

屋
）」
編
で
ス

タ
ー
ト
し
、

20
年
２
月
か

ら
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
放
送

「
Ｆ
Ｍ
ク
マ
ガ

ヤ
」
編
と
続

い
た
地
域
と

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
ト
で
発
信
力
を
身
に
つ
け
る
「
発

信
力
Ｕ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー
」。
今
年
は
３
メ

デ
ィ
ア
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

①「
地
域
み
っ
ち
ゃ
く
生
活
情
報
誌

Ｎ
Ａ
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｎ
Ｅ
」
編

熊
谷
市
で
全
戸
配
布
さ
れ
る
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
「
Ｎ
Ａ
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｎ
Ｅ（
㈱
ピ
ー

ア
イ
ピ
ー
）」
４
月
号
の
「
て
く
て
く
散

歩
江
南
エ
リ
ア
特
集
」。
同
誌
制
作
部
、

ラ
イ
タ
ー
と
し
て
関
わ
る
小
林
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
と
も
に
、
公
募
で
集

ま
っ
た
学
生
が
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
な

が
ら
取
材
先
選
び
、
取
材
、
マ
ッ
プ
制

作
に
参
加
し
ま
し
た
。

②「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画―

熊
谷×

（
ス
ポ
ー
ツ
＋
地
域
活
性
化
）」
編

２
月
に
ラ
グ
ビ
ー
タ
ウ
ン
熊
谷
の
地

域
活
性
化
を
図
る
市
民
の
呼
び
か
け
で

連
携
が
ス
タ
ー
ト
。
７
月
22
日
、ス
ポ
ー

ツ
番
組
テ
レ
ビ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
木
下

健
さ
ん
を
講
師
に
、
熊
谷
ラ
グ
ビ
ー
合

唱
団
代
表
の
臼
杵
健
さ
ん
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア

ル
カ
ス
熊
谷
理
事
・
本
学
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
学
部
講
師
の
宮
崎
善
幸
さ
ん
と

の
対
談
を
臼
杵
さ
ん
が
経
営
す
る
ベ
ー

グ
ル
店
で
収
録
し
、
約
６
分
の
編
集
版
・

ノ
ー
カ
ッ
ト
版
を
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

有
志
参
加
の
野
球
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

か
ら
の
提
言
も
反
響
大
。
今
後
の
展
開

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
（
Ｐ
２
参
照
）。

③
石
原
小
学
校
「
新
し
い
修
学
旅
行
」
編

コ
ロ
ナ
禍
で
、
昨
年
度
か
ら
熊
谷
市

内
を
め
ぐ
る
自
由
散
策
の
か
た
ち
で
修

学
旅
行
を
行
っ
て
い
る
石
原
小
学
校
。

訪
問
先
の
一
つ
と
し
て
訪
れ
る
16
名
の

６
年
生
の
ガ
イ
ド
を
、
募
集
に
応
じ
た

５
名
の
学
生
で
11
月
２
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
学
生
は
い
ず
れ
も
教
職
課

程
履
修
。地
理
学
科
の
立
体
視
ほ
か
キ
ャ

ン
パ
ス
の
日
常
は
小
学
生
に
、
貴
重
な

体
験
に
な
り
ま
し
た
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス

２
０
２
１
」
に
エ
ン
ト
リ
ー

自
治
体
と
大
学
、
市
民
連
携
で
デ
ー

タ
に
ベ
ー
ス
に
し
た
地
域
課
題
に
取
り

組
む
ア
イ
デ

ア
コ
ン
テ
ス

ト
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
！
オ
ー

プ
ン
ガ
バ
ナ

ン
ス
２
０
２

１
」。
ラ

グ

ビ
ー
ロ
ー
ド

活
性
化
と
熱

中
症
対
策
を

テ
ー
マ
に
、
本
学
と
熊
谷
市
の
連
携
で

エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま
す
。

環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
「
情
報
シ
ス
テ

ム
の
構
築
と
応
用
」（
担
当
・
太
田
一
穂

非
常
勤
講
師
）の
一
環
と
し
て
、市
職
員
、

有
志
市
民
ら
が
参
加
。
ア
プ
リ
や
タ
ン

ブ
ラ
ー
の
商
品
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
仕
事
体
験
」
は

「
ニ
ャ
オ
ざ
ね
ま
つ
り
」
と
連
携

昨
年
度
、
埼
玉
東
上
地
域
大
学
教
育

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
Ｔ
Ｊ
Ｕ
Ｐ
）
と

し
て
行
っ
た
、
業
務
を
体
験
し
て
地
域

の
課
題
を
学
ぶ
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
体
験
」。
今
年

度
は
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
事
業
と
し
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
熊
谷
市

の
市
民
活
動
発
表
と
交
流
を
目
的
と
す

る
「
第
14
回
ニ
ャ
オ
ざ
ね
ま
つ
り
」
を

サ
ポ
ー
ト
。
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
も

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
参
加
が
あ
り
、
市
民
団
体
の

取
材
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
日
本
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
立
正
ブ
ラ

ン
ド
「
立
咲
」
を
ベ
ー
ス
に
継
続
中

２
０
１
３
年
か
ら
熊
谷
市
内
唯
一
の

酒
蔵
・
㈱
権
田
酒
造
と
の
連
携
で
行
わ

れ
て
き
た
「
日
本
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

２
０
２
０
年
度
は
利
酒
師
・
兵
道
俊
美

さ
ん
、
商
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
後
藤
新
吾

さ
ん
（
㈱
う
ぇ
ぶ
屋
）
の
協
力
も
得
て
、

本
学
ブ
ラ
ン
ド
日
本
酒
「
立
咲
」
の
商

品
コ
ン
セ
プ
ト
策
定
や
デ
ザ
イ
ン
を
行

い
、
同
酒
造
や
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

で
発
売
さ
れ
ま
し

た
。今

年
度
は
「
立

咲
１
５
０
周
年
記

念
関
連
グ
ッ
ズ
」

を
学
生
が
開
発
・

デ
ザ
イ
ン
す
る
企

画
が
、
12
月
に
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

日
本
・
世
界
農
業
遺
産
登
録
申
請

関
連
事
業
が
進
行

比
企
丘
陵
の
「
谷
津
田
沼
（
た
め
池
）

農
法
」
を
発
信
す
る
滑
川
町
な
ど
自
治

体
と
Ｊ
Ａ
２
社
の
「
比
企
丘
陵
農
業
遺

産
推
進
協
議
会
」。
18
年
の
発
足
以
来
、

日
本
・
世
界
農
業
遺
産
登
録
を
め
ざ
し

て
、
総
合
的
で
多
角
的
な
事
業
が
進
行

し
て
い
ま
す
。

「
発
信
力
Ｕ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー
」を
３
メ
ディ
ア
で
展
開

1 4

石原小「新しい修学旅行」ガイドの発信力UPセミナー

Ｎ
Ａ
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｎ
Ｅ
誌
面

10
月
29
日
熊
谷
キ
ャン
パ
ス

「
立
咲
」完
成
時

コーディネーター
LINE公式



品川キャンパス 全学共通

立
正
大
学
ミ
ラ
イ
会
議
は
、
ゲ
ス
ト

自
身
の
キ
ャ
リ
ア
な
ど
を
通
し
て
参
加

者
が
新
し
い
価
値
の
獲
得
や
生
き
方
の

ヒ
ン
ト
を
得
て
今
後
の
人
生
に
活
か
す

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
。

学
生
主
体
の
実
行
委
員
発
足
か
ら
約

１
年
で
、
現
在
ま
で
３
回
の
ミ
ラ
イ
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
４
回
の
開

催
は
22
年
２
月
を
予
定
。
今
後
、
学
生

実
行
委
員
募
集
予
定
で
す
。

ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
で
「
立
正
大

学
ミ
ラ
イ
会
議
」
を
検
索
し
て
く
だ
さ

い
。

「
し
な
が
わ
夢
さ
ん
橋
」
に

学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

10
月
９
〜
10
日
の
「
第
34
回
し
な
が

わ
夢
さ
ん
橋
２
０
２
１
」
に
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
大

崎
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
の
共
同

事
業
。
９
月
に
学
生
間
の
顔
合
わ
せ
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
当
日

は
大
崎
駅
前
夢
さ
ん
橋
な
ど
で
活
動
し

ま
し
た
。

参
加
学
生
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
の
連
携
が
生
ま
れ
た
り
、
ミ
ラ

イ
会
議
実
行
委
員
へ
の
参
加
な
ど
も
派

生
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
プ
ラ
チ
ナ
美
容
塾
と
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
企
画
が
始
動

品
川
周
辺
で
高
齢
者
施
設
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
美
容
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
プ
ラ
チ
ナ
美
容
塾
と

の
連
携
で
、
立
正
大
学
生
と
高
齢
者
と

の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
企
画

が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

本
学
学
生
４
名
（
主
に
熊

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
）
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
通

じ
て
参
加
し
、
継
続
的
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

品
川
区
と
の
協
働

「
こ
み
ゅ
に
て
ぃ
ぷ
ら
ざ

八
潮
」
活
性
化
事
業
進
展

小
学
校
跡
を
活
用
し
た

品
川
区
「
こ
み
ゅ
に
て
ぃ
ぷ
ら
ざ
八
潮

（
区
民
活
動
交
流
施
設
）」
の
活
性
化
事

業
。
プ
ラ
ザ
内
圃
場
で
栄
養
を
失
っ
た

土
壌
の
科
学
的
再
生
を
行
い
、「
土
壌
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
持
続

的
に
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
11

月
13
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
橋

本
力
男
氏
の
土
壌
再
生
に
関
す
る
講
演
、

横
山
和
成
教
授
の
土
壌
微
生
物
多
様
性
・

活
性
値
に
関
す
る
講
演
、
プ
ラ
ザ
内
畑

で
の
再
生
土
壌
に
よ
る
露
地
栽
培
、
元

気
食
堂
で
の
食
育
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
発

案
さ
れ
ま
し
た
。

品
川
区
立
環
境
学
習
交
流
施
設

「
エ
コ
ル
と
ご
し
」
で
の
連
携

22
年
５
月
に
戸
越
公
園
に
オ
ー
プ
ン

予
定
の
環
境
学
習
交
流
施
設
「
エ
コ
ル

と
ご
し
」。

本
学
も
展

示
監
修
を

担
当
し
、

継
続
的
な

連
携
が
計

画
さ
れ
て

い
ま
す
。

施
設
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集
も

始
ま
り
本

学
生
10
名
が
応
募
。
今
後
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
テ
ー
マ
に
し
た
環
境
教
育
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
運
営
予
定
で
す
。

大
崎
第
一
地
域
地
区
委
員
会
主
催

「
親
子
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
」

を
学
生
が
サ
ポ
ー
ト

大
崎
第
一
地
域
地
区
委
員
会
お
よ

び
マ
ッ
シ
ュ
＆
ル
ー
ム
主
催
で
、
11

月
28
日
に
親
子
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
２
名

が
参
加
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

（Scratch

）
を
親
子
に
教
え
る
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

品
川
区
、エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、Ｎ
Ｐ
Ｏ…

さ
ま
ざ
な
連
携
が
展
開
中

「
発
信
力
Ｕ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー
」
は
全
学
展
開
へ

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
版
制
作
参
加
学
生
を
募
集
！

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
ス
タ
ー
ト
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
メ
デ
ィ

ア
と
連
携
し
て
き
ま
し
た
（
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
編
参
照
）。
本
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
版
も
同
セ
ミ
ナ
ー
の
ひ
と
つ
に
加
わ
り
、
セ
ミ
ナ
ー
の

一
環
と
し
て
学
生
と
協
働
製
作
す
る
方
針
。
両
キ
ャ
ン
パ
ス
を
通

じ
て
の
展
開
と
な
り
ま
す
。

【宮崎】熊谷はラグビータウン。たとえば学校でア
ルカスがおしえている子どもたちは他市に比べて圧
倒的にタグラグビーがうまい。でも、中にいてもっ
とラグビーでいろんなことができると思う　【臼杵】
まちで商売をやってる側からすれば、たとえば温泉
から関連ビジネスが育っていくように熊谷のスポー
ツから産業が生まれてほしい　【木下】ワイルドナ

イツの移転は大きなチャンスでは　【臼杵】「スクマム！」はＷナイツカラーに合わせた　【木下】
広島カープの赤のように統一イメージは重要　【宮崎】明日開幕の五輪が採用は世界を転戦する
7 人制。都市全体のおまつりになる香港セブンスのようなイベントも、アルカスのある熊谷な
ら可能では　【木下】明治大の紫紺のように、立正スポーツの統一カラーは？　【宮崎】もとの

カラーは緑。数年前からロゴはブルーになり、ラグビー、野球、サッカーなど強化部もユニフォームの色は
ばらばら　【臼杵】熊谷のスポーツ全体のPRはまちの役目と思い、駅に情報ボードを設置した。応援Tシャ
ツを着る人が出てくればおもしろいし、学生スポーツは地域コンテンツとして可能性が大きい。スポーツに
力を入れている大学が熊谷にキャンパスがあるのは「スポーツ熱中都市宣言」と親和性がある　【永田】野
球部のマネージャーをしている。強化クラブをより身近に感じてもらい
たいと思って、まちでの「野球部紹介」を提案した　【宮崎】作戦考え
ましょう。まずは野球からということで。立正大学の HP の閲覧の
25％は強化部のもの。そこで全ての部が紹介されれば、それが入学者
数につながって大学はハッピー　【永田】強化クラブ同士仲よくなって
ほしい。またここに参加している学生を巻き込んでやっていきたい　【臼
杵】やりましょう

7.22「熊谷×（スポーツ＋地域活性化）」発言ダイジェスト
詳しくはP4　全発言をYoutubeで公開

「エコルとごし」11月末の状況（公式サイトより）

▲こみゅにてぃぷらざ八潮外観（公式サイトより）
11月のワークショップと視察▼

しながわ夢さん橋ではエコルとごしもPR

ミライ会議

立正大学
品川キャンパス 〒141-8602　東京都品川区大崎4-2-16 TEL:03-3492-2681
熊谷キャンパス 〒360-0194　埼玉県熊谷市万吉1700   TEL:048-536-6010３ ２

発信力UPセミナー
制作参加希望は公式LINEから

新
し
い
価
値
を
生
む

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ニ
テ
ィ
「
ミ
ラ
イ
会
議
」


